
バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）
は

２
月
１
４
日
（
水
）
要
求
書
を
提
出
し
、

３
月
６
日
（
水
）
に
第
一
次
回
答
を
受

け
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
輸
送
人

員
減
少
か
ら
の
回
復
や
、
運
賃
改
定

（
値
上
げ
）
効
果
等
、
期
待
高
ま
る
春

闘
で
す
。
一
昨
年
と
昨
年
は
一
時
金

（
春
期
賞
与
）
を
カ
ッ
ト
す
る
回
答
で

し
た
が
、
今
年
は
回
避
。
し
か
し
、
賃

金
の
ベ
ア
に
は
応
え
な
い
回
答
で
す
。

３
月
１
３
日
（
水
）
の
第
二
次
回
答
で

は
、
２
２
年
ぶ
り
の
ベ
ア
回
答
で
し
た

が
、
物
価
高
に
は
遠
く
及
ば
ず
不
誠
実

回
答
で
す
。
支
部
は
「
運
転
手
不
足
で

路
線
の
廃
止
や
減
便
が
続
き
、
京
王
の

バ
ス
事
業
で
も
運
転
手
不
足
は
深
刻
な

状
況
。
物
価
高
で
実
質
賃
金
も
目
減
り

す
る
中
、
わ
ず
か
な
ベ
ア
で
は
生
活
出

来
な
い
」
と
主
張
し
ま
し
た
。
会
社
は
、

期
末
一
時
金
を
出
す
と
の
回
答
で
し
た

が
、
日
々
の
暮
ら
し
改
善
や
、
来
期
に

繋
が
る
回
答
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
会
社

は
、
利
益
が
出
て
初
め
て
賃
上
げ
が
可

能
と
い
う
態
度
で
す
が
、
電
鉄
バ
ス
や

京
王
バ
ス
は
親
会
社
で
あ
る
京
王
電
鉄

の
完
全
子
会
社
・
孫
会
社
で
、
利
益
は

全
て
親
会
社
に
吸
い
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

親
会
社
が
労
働
者
の
暮
ら
し
に
責
任
を

取
る
べ
き
と
の
主
張
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
回
答
は
変
わ
ら
ず
、
や
む
を
得
ず

３
月
１
４
日
（
木
）
の
全
日
ス
ト
ラ
イ

キ
を
通
告
し
ま
し
た
。
今
回
も
春
闘
の

「
見
え
る
化
」
を
求
め
、
京
王

電
鉄
本
社
前
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ

集
会
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
実

質
賃
金
が
目
減
り
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
春
闘
す
ら
行
わ
な
い

連
合
労
組
が
あ
る
中
、
労
働
者
あ
っ
て

の
事
業
だ
と
い
う
事
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
、
本
社
前
で
行
っ
た
も
の
で

す
。
シ
ン
ガ
ー
の
大
熊
氏
が
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
を
飾
っ
た
後
、
主
催
者
を
代
表
し

て
「
内
部
留
保
を
貯
め
込
む
企
業
に
対

し
賃
上
げ
の
声
を
あ
げ
よ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
中
央
本
部
、
東
京
都
本

部
か
ら
主
催
挨
拶
の
後
、
国
民
春
闘
共

闘
、
東
京
春
闘
共
闘
、
三
多
摩
春
闘
共

闘
か
ら
挨
拶
頂
き
「
物
価
高
騰
の
中
で

ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
っ
て
賃
上
げ
を
迫
ろ

う
。
ま
た
、
軍
事
費
よ
り
生
活
保
障
へ
、

春
闘
を
盛
り
上
げ
よ
う
！
」
と
表
明
さ

れ
ま
し
た
。
最
後
は
団
結
が
ん
ば
ろ
う

を
合
唱
し
て
終
了
し
ま
し
た
。
ス
ト
ラ

イ
キ
で
賃
上
げ
を
迫
ろ
う
と
の
全
労
連

方
針
に
基
づ
い
た
行
動
に
、
昨
年
は
建

交
労
か
ら
３
人
の
参
加
で
し
た
が
、
今

年
は
８
人
の
参
加
で
感
謝
し
ま
す
。

し
か
し
都
本
部
全
体
意
思
を
示
す
に

は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
と
考
え
ま
す
。

集
会
後
親
会
社
と
し
て
の
責
任
を
果

た
す
よ
う
要
求
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
支
部
は
三
多
摩
地
域
の
仲

間
が
ス
ト
ラ
イ
キ
に
立
ち
上
が
っ
た

職
場
集
会
に
激
励
参
加
し
た
他
、
各

地
で
取
り
組
ん
で
い
る
春
闘
ア
ピ
ー

ル
集
会
に
参
加
し
連
帯
し
て
行
動
し

ま
し
た
。
【
バ
ス
関
連
支
部
（
京
王

新
労
組
）
執
行
委
員
長

佐
々
木
仁
】

全
国
統
一
行
動
日
の
３
月
１
４
日

（
水
）
、
鉄
道
本
部
と
し
て
３
年
目
と

な
る
Ｊ
Ｒ
貨
物
本
社
前
で
の
抗
議
・
宣

伝
行
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
総
勢
約
３

０
人
で
チ
ラ
シ
入
り
テ
ィ
ッ
シ
ュ
約
１

５
０
個
を
配
布
し
ま
し
た
。
集
会
は
鉄

道
本
部
下
山
書
記
長
の
進
行
で
始
ま
り
、

最
初
に
鉄
道
本
部
の
森
委

員
長
が
マ
イ
ク
を
持
ち
、

こ
れ
か
ら
交
渉
に
向
か
う

Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
本
社
ビ
ル

に
向
か
っ
て
「
２
度
の
交

渉
を
行
っ
て
き
た
が
、
会

社
は
経
営
の
厳
し
さ
を
言

う
ば
か
り
で
困
窮
す
る
社

員
の
暮
ら
し
を
顧
み
な
い
。

人
材
は
コ
ス
ト
で
は
な
く

資
産
だ
。
そ
の
こ
と
を
重

く
受
け
止
め
な
け
れ
ば
若

年
退
職
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
ば
か
り
か
人
材
確

保
に
支
障
を
き
た
す
。
今
春
闘
は
昨
年

を
上
回
る
回
答
を
引
き
出
し
何
と
し
て

も
生
活
改
善
を
図
り
た
い
」
と
厳
し
く

追
及
し
ま
し
た
。
道
行
く
人
に
「
今
こ

そ
『
物
価
高
騰
か
ら
国
民
の
暮
ら
し
を

守
る
』
と
と
も
に
『
人
間
ら
し
く
生
き

働
け
る
社
会
つ
く
り
』
『
最
低
賃
金
全

国
一
律
１
５
０
０
円
』
を
組
合
の
力
で

勝
ち
取
ろ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
東
京

春
闘
共
闘
の
屋
代
副
代
表
が
駆
け
つ
け
、

連
帯
の
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
都
本

部
松
田
委
員
長
か
ら
は
、
京
王
新
労
組

の
ス
ト
ラ
イ
キ
支
援
の
報
告
を
頂
き
ま

し
た
。
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
職
場
で
東
海
支
社

・
愛
知
機
関
区
乗
務
員
と
し
て
勤
務
す

る
鉄
道
本
部
の
安
藤
副
委
員
長
は
「
子

供
の
教
育
を
受
け
る
権
利
さ
え
奪
わ
れ

る
低
賃
金
だ
」
と
訴
え
、
同
じ
く
関
西

支
社
の
広
島
タ
ー
ミ
ナ
ル
乗
務
員
で
、

鉄
道
本
部
の
三
井
執
行
委
員
は
「
列
車

の
安
全
運
行
の
た
め
に
も
仲
間
同
士
で

足
を
引
っ
張
り
合
う
人
事
制
度
を
見
直

す
べ
き
」
と
訴
え
ま
し
た
。
東
日
本
本

部
の
三
浦
委
員
長
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
子

会
社
の
東
日
本
環
境
ア
ク
セ
ス
の
労
働

者
の
劣
悪
な
労
働
条
件
と
非
正
規
の
格

差
の
問
題
を
訴
え
ま
し
た
。
鉄
道
本
部

の
相
木
執
行
委
員
の
訴
え
の
後
、
最
後

に
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
と
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
を
三
唱
し
て
終
了
し
ま
し
た
。
行

動
後
は
東
京
地
本
主
催
の
「
お
疲
れ
会
」

を
開
催
し
労
を
ね
ぎ
ら
い
合
い
ま
し
た
。

【
鉄
道
東
京
地
本

執
行
委
員
長

井
上

敏
】
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バ
ス
運
転
手
不
足
は
賃
上
げ
で
解
決
を
！
バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）

ス
ト
集
会



「
仕
事
の
不
安
や
お
悩

み
は
労
働
組
合
に
ご
相
談

下
さ
い
、
労
働
組
合
に
入
っ

て
職
場
を
か
え
ま
し
ょ
う
！
」

中
央
本
部
が
提
起
す
る

春
闘
・
秋
闘
の
組
織
拡
大

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
、

組
織
拡
大
検
討
委
員
会
と

し
て
具
体
化
し
宣
伝
行
動

を
開
催
し
ま
し
た
。

２
月
２
１
日
（
水
）
は

あ
い
に
く
の
雨
天
で
し
た

が
、
東
部
支
部
、
バ
ス
関

連
支
部
（
京
王
新
労
組
）
、

建
築
設
計
支
部
い
し
ず
え

分
会
、
中
央
本
部
な
ど
か

ら
仲
間
が
結
集
し
、
交
代

で
マ
イ
ク
を
握
り
ま
し
た
。
宣
伝
を

行
な
っ
た
門
前
仲
町
駅
前
交
差
点
は

仕
事
帰
り
で
多
く
の
人
が
行
き
来
し

て
い
ま
す
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ビ
ラ
を
配

布
し
な
が
ら
「
建
交
労
東
京
は
、
建

設
、
運
輸
、
高
齢
者
等
、
幅
広
い
職

種
の
仲
間
が
加
盟
す
る
組
合
で
す
。

長
時
間
働
い
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず

賃
金
が
安
い
、
休
み
が
と
れ
な
い
な

ど
、
お
悩
み
は
是
非
建
交
労
に
加
盟

し
て
一
緒
に
解
決
し
ま
し
ょ
う
！
物

価
高
騰
の
今
こ
そ
、
大
幅
賃
上
げ
が

必
要
。
労
働
組
合
に
加
盟
し
て
２
４

春
闘
勝
利
を
目
指
そ
う
！
」
と
訴
え

ま
し
た
。
中
央
本
部
福
冨
書
記
次
長

は
、
自
民
党
の
献
金
問
題
に
触
れ
な

が
ら
「
多
数
で
あ
る
私
達
国
民
が
豊

か
に
な
る
た
め
の
政
治
の
実
現
、
そ

し
て
働
く
者
が
豊
か
に
な
る
た
め
、

会
社
で
も
労
働
組
合
と
し
て
多
数
と

な
り
、
２
４
春
闘
に
勝
利
し
ま
し
ょ

う
！
」
と
力
強
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。

【
執
行
委
員

笹
原

和
樹
】

東
京
建
設
・
関
連
部
会

は
、
都
内
の
木
密
地
域
に

お
け
る
住
宅
の
耐
震
・
耐

火
助
成
制
度
拡
充
を
求
め
、

東
京
都
に
対
し
要
請
を
行

い
ま
し
た
。
建
築
設
計
支

部
い
し
ず
え
分
会
金
田
正

夫
建
築
士
は
「
災
害
対
策

を
は
じ
め
、
環
境
に
負
荷

が
か
か
る
大
型
開
発
に
頼

ら
な
い
既
存
の
資
源
を
生

か
す
耐
震
・
耐
火
改
修
は

大
変
重
要
な
取
り
組
み
。

し
か
し
、
現
在
の
活
用
状

況
は
中
野
区
、
墨
田
区
な

ど
一
部
の
区
に
留
ま
っ
て

い
る
。
東
京
都
の
責
任
で
市
区
町
村

に
制
度
の
利
用
促
進
を
指
導
し
て
欲

し
い
。
」
と
求
め
ま
し
た
。
東
京
都

か
ら
都
市
整
備
局
市
街
地
整
備
部
防

災
都
市
づ
く
り
課
の
課
長
代
理
等
が

応
対
し
「
能
登
半
島
沖
の
地
震
も
あ

り
、
木
密
地
域
の
耐
震
・
耐
火
の
助

成
制
度
拡
充
の
必
要
性
は
改
め
て
共

通
認
識
。
市
区
町
村
と
の
懇
談
の
場

で
議
題
に
挙
げ
、
こ
の
課
題
に
特
化

し
て
話
し
た
い
。
東
京
都
で
は
地
域

別
に
木
密
会
が
あ
る
。
今
日
の
話
は

是
非
参
考
に
さ
せ
て
欲
し
い
。
」
と

回
答
。
部
会
か
ら
「
災
害
が
起
き
て

も
建
設
業
界
の
人
手
不
足
で
改
修
が

進
ま
な
い
。
町
場
の
仕
事
を
確
保
す

る
上
で
も
制
度
拡
充
は
重
要
。
」
と

訴
え
ま
し
た
。
引
き
続
き
各
市
区
町

村
を
含
め
制
度
拡
充
と
建
設
業
界
の

人
手
不
足
解
消
に
向
け
て
要
請
を
継

続
し
ま
す
。
【
東
京
建
設
・
関
連
部

会

事
務
局
長

笹
原

和
樹
】
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「
建
交
労
の
総
力
を
あ
げ
て
賃
金
上
げ

よ
う
、
職
場
・
地
域
で
労
働
組
合
の
役

割
果
た
そ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か

げ
、
建
交
労
は
３
月
７
日
（
木
）
中
央

決
起
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
主
催
者

を
代
表
し
て
挨
拶
を
し
た
中
央
本
部
角

田
執
行
委
員
長
は
「
私
達
は
向
か
い
風

を
受
け
な
が
ら
走
り
続
け
、
自
ら
追
い

風
に
変
え
る
た
た
か
い
し
て
き
た
。
ま

ず
は
要
求
を
出
し
て
た
た
か
わ
な
い
と

進
ま
な
い
。
諦
め
ず
に
団
結
し
よ
う
！
」

と
力
強
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。
来
賓
に

日
本
共
産
党
高
橋
千
鶴
子
衆
議
院
議
員
、

全
労
連
黒
澤
事
務
局
長
が
駆
け
つ
け
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
。
行
動
提
起
を
し
た

中
央
本
部
廣
瀬
書
記
長
は
「
大
企
業
の

内
部
留
保
は
５
３
０
兆
円
に
ま
で
膨
ら

ん
だ
。
こ
れ
は
労
働
者
に
適
正
な
賃
金

を
払
っ
て
い
な
い
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

私
達
は
要
求
の
根
拠
に
確
信
を
持
ち
、

前
進
を
勝
ち
取
ろ
う
！
」
と
訴
え
ま
し

た
。
集
会
後
、
建
設
６
部
会
（
ダ
ン
プ
、

セ
メ
ン
ト
生
コ
ン
、
重
機
、
労
災
職
業

病
、
建
設
現
場
、
建
設
・
関
連
）
は
大

手
ゼ
ネ
コ
ン
要
請
行
動
を
実
施
。
鉄
道

本
部
は
国
交
省
交
渉
、
学
童
保
育
部
会

は
国
会
議
員
要
請
行
動
、
ト
ラ
ッ
ク
部

会
は
国
交
省
・
厚
労
省
・
国
会
議
員
要

請
行
動
、
事
業
団
・
高
齢
者
部
会
は
厚

労
省
要
請
を
実
施
し
、
各
業
種
の
実
態

を
伝
え
る
と
共
に
制
度
改
善
を
迫
り
ま

し
た
。
集
会
前
に
は
、
全
労
連
女
性
部

が
菜
の
花
行
動
を
展
開
し
、
建
交
労
東

京
女
性
部
が
結
集
し
て
い
ま
す
。

■４月１０日(水)１２時～国民・東京春闘共

闘最賃ビッグアクションデー／厚労省前

■４月１０日(水)１６時半～官民共同実行委

員会(東京国公全労連・全国一般東京地本

等)４・１０春闘行動／厚労省前

■４月１１日（木）１１時半～神奈川県本部

クロネコメイト都労委／都庁第１庁３８階

■５月１日（水）第９５回中央・三多摩メー

デー／代々木公園・（三多摩の場所は後日）

組合掲示板

木密地域の耐震・耐火改修助成制度拡充を求めて

東京建設・関連部会 東京都交渉
３
月
９
日
（
土
）
に
都
本
部
主
催
第

３
回
の
業
種
別
学
習
交
流
会
が
行
わ
れ
、

松
田
隆
浩
執
行
委
員
長
の
報
告
で
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
に
つ
い
て
聞
き
ま

し
た
。
業
界
の
成
り
立
ち
は
、
戦
後
の

日
本
の
復
興
と
高
度
経
済
成
長
に
よ
る

商
業
ビ
ル
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
か
ら
生
ま
れ

て
き
た
そ
う
で
す
。
や
が
て
ビ
ル
の
大

規
模
化
に
よ
り
冷
暖
房
、
空
調
、
電
力
、

給
排
水
、
防
災
・
通
信
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

な
ど
の
設
備
を
整
備
・
点
検
す
る
専
門

技
術
者
が
必
要
と
な
り
、
今
の
ビ
ル
設

備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
が
設
立
さ
れ
、

清
掃
会
社
や
警
備
会
社
と
分
か
れ
て
い
っ

た
と
の
こ
と
。
現
在
の
市
場
は
ビ
ル
メ

ン
４
・
４
兆
円
、
警
備
３
・
５
兆
円
ほ

ど
で
大
き
な
業
界
と
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

１
９
９
５
年
の
Ｉ
Ｔ
革
命
以
来
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
故
障
を
探
知
す
る
よ

う
に
な
り
人
の
手
が
い
ら
な
く
な
り
、

松
田
さ
ん
が
勤
務
し
て
い
た
中
野
サ
ン

プ
ラ
ザ
の
宿
直
も
、
５
人
か
ら
３
人
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
ビ
ル
メ
ン
の
仕
事

は
電
気
工
事
士
や
ボ
イ
ラ
ー
技
師
な
ど

複
数
の
資
格
が
必
要
で
、
そ
の
種
類
が

多
い
の
に
驚
き
ま
し
た
。
２
４
時
間
、

３
６
５
日
ビ
ル
を
見
守
る
た
め
に
、
設

備
機
器
の
仕
様
書
と
設
備
台
帳
を
作
成

し
、
点
検
表
に
基
づ
い
て
点
検
を
し
て

い
く
そ
う
で
す
。

設
備
の
仕
様
と
数
値
を
読
み
込
み
、

他
の
設
備
機
器
と
合
わ
せ
て
全
体
の
な

か
に
組
み
込
み
、
そ
の
デ
ー
タ
を
取
り

基
準
値
を
作
る
と
い
う
業
務
設
計
の
話

を
聞
き
、
社
会
全
体
を
見
な
が
ら
緻
密

な
話
を
さ
れ
る
松
田
さ
ん
の
姿
と
重
な

り
ま
し
た
。
【
建
築
設
計
支
部

い
し
ず
え
分
会
髙
田
桂
子
】


